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◇研究概要   
Ⅰ）薬用植物及び伝統薬物の調査研究 
 1) ミャンマーの Tanintharyi Region でサラシア及び縮砂の資源植物の自生と栽培状況を調査し
た（ミャンマー保健省伝統医療局との共同研究）。 




 1) ミャンマー産 Salacia 属植物の核 ITS 領域及び葉緑体 trnK-rps16 領域の塩基配列を解析し， 
S. chinensis，及び S. oblonga と類似する別種の存在を明らかにした。 
2) 骨砕補市場品及び Drynaria fortunei の根茎の成分比較を行い，修治した市場品で主要成分の
naringin などの含量が低下し，別化合物に変化していることを明らかにした。 








α-sanshool などの 3 化合物を活性成分として見出した。 
2) カメルーンなどで伝承薬として用いられる Gymnosporia senegalensis の葉部から新規モノグ
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 6) 平成 28 年度国立研究開発法人日本医療研究開発機構，創薬基盤推進研究事業「薬用植
物の国内栽培推進を指向した基盤技術及び創薬資源の開発に関する研究」（分担：小
松かつ子）：「国際的視野に立脚した薬用植物資源，関連情報の集積・調査研究」 
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